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政策提言AIの事例紹介

株式会社日立コンサルティング
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1．政策提言AIの狙い

◼ このAIは、”実績データ”や政策担当者の”想い”に基づき、「起こりうる未来シナリオの算出」や「取るべき対
策の検討の支援」を行い、政策担当者のEBPM推進を支援するものです。

■EBPMの必要性は理解しているものの、具体的に何をすればよいか分からない
✓ どのようなデータを収集すべきか分からない
✓ 収集したデータをどのように分析すればよいか分からない
✓ 分析結果をどのように政策・戦略に反映すべきか分からない

課題認識

政策担当者
(自治体等)

起こりうる未来シナリオの算出

＜政策提言AIの提供価値＞
＝ 「中長期の戦略策定支援」や「施策の効果予測」等を通じて意思決定をサポート

実績データ

実績データ

実績データ

重要視すべき分野とタイミングの算出

※現時点では、客観的データ（実績を客観的に測定できるデータ）を中心に中長期のシミュレーションを実施しているものの、
直近では、主観的データ（実績を計測しにくいデータ）も対象として推進中。

政策担当者

政策担当者
の想い

データ

➢ 指標の変化率を算出し、
いくつもの未来シナリオを
列挙

➢ 目指すべき未来シナリオ
の検討を支援

・・・

➢ 目指す未来シナリオに移行するために、重要視すべき指標やそのタイミ
ングを算出

➢ 節目節目でとるべき対策の検討に資する情報を提示し、検討支援を
実施

政策提言AIの
狙い

政策担当者のEBPM（根拠に基づく政策立案）推進を支援する

根拠に基づき意思決定

<地方分散型> <都市部集中型> <例>
➢ 地方分散型社会を目指
すために、●年までは観
光政策に注力しよう。

➢ そのために、まずは観光戦
略の見直しや予算配分
の見直しを行おう。
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次期総合戦略・長期ビジョンの改定に向けて、政策提言AI
を用いて、未来シナリオやそこに移行するための要因分析等
を実施し、将来構想の検討の基礎資料とする。

次期総合計画・総合戦略の改定に向けて、政策提言AIを
用いて、未来シナリオやそこに移行するための要因分析等を
実施し、将来構想の検討の基礎資料とする。

今後大震災が発生し、大きな被害を被ったと仮定して、そこ
からの復興シナリオを政策提言AIの手法を使って検討する。

福井県は幸福度ランキングでNo.1であるものの、住民にその
実感がないという課題認識のもと、主観的な幸福感を中心
としたモデルを作成し、住民の考える「幸せな福井」を目指す
ためのシミュレーションを行う。

コロナ禍により人々の行動変容が起こり、これまでの社会の
因果連関モデルに変化が発生したとして、アフターコロナ社会
の未来シナリオをシミュレーションする。

当該省庁における基本的な戦略の改定に向けて、政策提
言AIを用いて、未来シナリオやそこに移行するための要因分
析等を実施し、将来構想の検討の基礎資料とする。

ESG投資の普及度合いに関するシミュレーションを行い、
ESG投資の重要性を定量的に把握する。

2

2．これまでの実績

戦略・計画等の
検討支援

政策・社会変化等の
影響予測

地域活性化に向けた
検討支援

実施主体 シミュレーションの目的 実施内容の種類

地方公共
団体等

中央省庁

民間企業

大学等

兵庫県

愛知県高浜市

某財団法人

福井新聞

京都大学

某省

某大学

※その他にも、都道府県や市区町村におけるプロジェクトを推進中
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3．AI活用事例のご紹介
ー 兵庫県 ー

取組みの流れ 本事例の特徴

➢ 指標の実績データ(20年間分)から、ほぼ機械的に因
果連関モデルを作成

シミュレーションの目的

次期総合戦略・長期ビジョンの改定に向けて、政策提言AIを用いて、未来シナリオやそこに移行するための要因分析等を
実施し、将来構想の検討の基礎資料とする。

シミュレーション結果

➢ 2050年の兵庫県の姿として、7つのシナリオグループを
整理。

➢ その中で全体的に評価がよく、バランスが取れたシナリ
オグループを「目指すべきシナリオ」と設定。

➢ 目指すべきシナリオに移行するためには以下の取り組み
が重要。

人口 出生率 DGP 観光客数

空き家率
CO2
排出量

・・・

実績データ(20年間分) 因果連関モデル

統計
処理

2030年 2035～7年 2040年

✓ 子育て環境の整備
✓ 地域復興施策や
農林水産業の活
性化

✓ 多文化共生社会
の構築

✓ 産業振興や交流
人口の拡大

✓ 健康寿命延伸に
向けた健康施策

情報収集
ステージ

選択肢検討
ステージ

戦略選択
ステージ

➢ モデルに取り入れる指標についての助言・
確認

➢ 実績データを統計処理し、因果連関モ
デル案を作成

➢ 兵庫県様とともに因果連関モデルをブラッ
シュアップ（疑似相関の削除等）

➢ 政策提言AIによるシミュレーションの実施
➢ シミュレーション結果の整理

➢ 結果の解釈案の作成
➢ 結果の解釈のためのワークショップ開催



© Hitachi Consulting Co., Ltd. 2021. All rights reserved. 4

3．AI活用事例のご紹介
ー 兵庫県 ー

◼ 取組の結果については、兵庫県のHP上でも公表済み。

【出典】兵庫県「AIを活用した未来予測ー2050年の兵庫の研究ー」
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk07/documents/ai0819.pdf

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk07/documents/ai0819.pdf


© Hitachi Consulting Co., Ltd. 2021. All rights reserved. 5

3．AI活用事例のご紹介
ー 愛知県高浜市 ー

取組みの流れ 本事例の特徴

➢ 統計処理による因果関係の定義手法と、人手での因
果関係定義手法をミックスしてシミュレーション

シミュレーションの目的

次期総合計画・総合戦略の改定に向けて、政策提言AIを用いて、未来シナリオやそこに移行するための要因分析等を実
施し、将来構想の検討の基礎資料とする。

シミュレーション結果

➢ 2050年の高浜市の姿として、6つのシナリオグループを
整理。

➢ 幸福度や出生率に着目し、目指すべきシナリオを3つに
絞り込み、今後の検討(自治体に内部や市民との協
議)結果をもとに決定することで合意。

統計処理による
因果関係定義手法

情報収集
ステージ

選択肢検討
ステージ

戦略選択
ステージ

➢ モデルに取り入れる指標についての助言・
確認

➢ 指標間の因果関係の方向性を定義す
るためのワークショップ実施

➢ 実績データがある指標間の因果関係は
統計処理を実施し、データがない指標間
の因果関係の強さ等を推定し、因果連
関モデル案を作成

➢ 政策提言AIによるシミュレーションの実施
➢ シミュレーション結果の整理

➢ 結果の解釈案の作成
➢ 結果の解釈のためのワークショップ開催

人の手よる
因果関係定義手法

目指すｼﾅﾘｵ 主な特長 主な課題

シナリオ1 • 幸福度の向上
• 出生率の向上

• 転出超過による人口減
少

シナリオ3 • 幸福度の向上
• 出生率の大幅な向上

• 地域への愛着の減少
• 財政の悪化

シナリオ5 • 幸福度の向上
• 郷土愛の向上

• 防災力の低下
• 財政の悪化
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◼ 取組の結果については、高浜市のHP上でも公表済み。

3．AI活用事例のご紹介
ー 愛知県高浜市 ー

【出典】高浜市「高浜市の未来を人工知能でシミュレーションしてみました」
https://www.city.takahama.lg.jp/site/7soukei/19866.html

https://www.city.takahama.lg.jp/site/7soukei/19866.html
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3．AI活用事例のご紹介
ー 京都大学 ー

取組みの流れ 本事例の特徴

➢ コロナ禍がなかったモデル(従来の社会一般モデル)を作
成し、コロナ禍による行動変容を加味してモデルを修正

シミュレーションの目的

コロナ禍により人々の行動変容が起こり、これまでの社会の因果連関モデルに変化が発生したとして、アフターコロナ社会の未
来シナリオをシミュレーションする。

シミュレーション結果

➢ 2050年の日本の姿として6つのシナリオグループを整理。
➢ 地方分散型シナリオと地方・都市共存型シナリオの２

つを目指すべきシナリオと定義。
➢ 例えば、地方分散型シナリオへ移行するためには、以

下の取り組みが重要。

2024年 2028年

✓ 家庭を持つ就業者の労働環
境整備

✓ 女性就業者に対する支援強
化

✓ フレキシブルかつチャレンジング
な就業スタイル(副業をしやすい、
単一企業に依存しない等)の
普及

情報収集
ステージ

選択肢検討
ステージ

戦略選択
ステージ

➢ モデルに取り入れる指標の収集、実績
データの収集

➢ 指標間の因果関係の方向性を定義す
るためのワークショップ実施

➢ 実績データがある指標間の因果関係は
統計処理を実施し、データがない指標間
の因果関係の強さ等を推定し、因果連
関モデル案を作成

➢ 政策提言AIによるシミュレーションの実施
➢ シミュレーション結果の整理

➢ 結果の解釈案の作成
➢ 結果の解釈のためのワークショップ開催

非対面・非接触 健康意識変化

衛生意識変化

因果連関モデル

・ ・ ・



© Hitachi Consulting Co., Ltd. 2021. All rights reserved. 8

◼ 取組の結果については、京都大学のHP上でも公表済み。

3．AI活用事例のご紹介
ー 京都大学 ー

【出典】京都大学、日立コンサルティング「ＡＩの活用により、ポストコロナの望ましい未来に向けた政策を提言」
http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/wp-content/uploads/2021/02/439bd40da9a48fd5f27df24f5c55bb4e.pdf

http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/wp-content/uploads/2021/02/439bd40da9a48fd5f27df24f5c55bb4e.pdf
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3．AI活用事例のご紹介
ー 福井新聞 ー

取組みの流れ 本事例の特徴

➢ 市民へのアンケートや市民参加型のワークショップを開
催し、主観的幸福感をモデル化

シミュレーションの目的

福井県は幸福度ランキングでNo.1であるものの、住民にその実感がないという課題認識のもと、主観的な幸福感を中心とし
たモデルを作成し、住民の考える「幸せな福井」を目指すためのシミュレーションを行う。

シミュレーション結果

➢ 2050年の福井の姿として6つのシナリオグループを整理。
➢ その中で、特に人との結びつきが向上する「つながりアク

ティブ社会」を目指すシナリオと定義。
➢ 当該シナリオに移行するための要因として挙げられた

「世代間の交流」等の指標向上のために、いくつかの取
り組みを実施(以下参照)。

情報収集
ステージ

選択肢検討
ステージ

戦略選択
ステージ

➢ モデルに取り入れる指標についての助言・
確認

➢ 指標間の因果関係の方向性を定義す
るためのワークショップ実施

➢ 指標間の因果関係の強さ等を推定し、
因果連関モデル案を作成

➢ 政策提言AIによるシミュレーションの実施
➢ シミュレーション結果の整理

➢ 結果の解釈案の作成
➢ 結果の解釈のためのワークショップ開催

主観的幸福感 因果連関モデル

家族・友人 食と農

健康 自然 ・・・市民への
アンケート等

取組み例①
小さな幸せアクション

取組み例②
福井城址公園への提言

取組み例③
ハグマット

家族でのハグができる
ような向かいあう足形
を福井新聞紙面にて
公表

福井城の跡地の姿
に対する提言を取り
まとめ

要因として挙げられた
指標向上につながる
「気軽に実施できるア
クション」を整理
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4．適用先拡大の可能性

◼ これまでは、公共団体の総合計画等に関連するマクロなシミュレーションが中心でした。今後は、民間事業
における、ある程度分野を限定した活用の可能性も見据え、実証等の準備を行っています。

分野横断

分野特化

公
共

民
間

従来の中心分野

拡大予定の分野

【分野の例】

鉄道 水道

・・・

地方公共団体の総合的な計画

※まずは、公共性の高い民間事業から優先的に対象とする想定
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5．目指す姿

パートナー企業

地域シンクタンク

地域経済連

地方銀行

地域商社

地域の課題解決に
取り組む企業群

地域構想・政策AIセンターによる地域エコシステム

データに基づいた
地域課題解決

・・・

NPO NGO

都道府県、市区町村

行政機関

エビデンスに基づく
政策立案
(EBPM)

地域に根差した
民間企業・団体

地域企業

データに基づく
戦略立案・実行

EBPM
サービス提供

地域のシミュレーション結果に基づいた
サービス提供・支援

地域構想・政策AIセンター

政策提言AI グラフツイン 〇〇AIツール

検証 シミュレーション

※産官学連携

蓄積したデータと統計データ/
代替データを基に、各種分析を実施

研究

全国団体の複数年にわたるデータ・
モデル・シミュレーション結果を蓄積

EBPMおよび持続可能な
地域社会実現に向けた研究

地域の
データ

モデル、
シミュレーション

シミュレーション結果と
実績値照合

各団体の政策・KPI・
結果の収集・蓄積

統計データ
代替データ

データの蓄積と活用
データ
登録・利用

利用方法レクチャー
案件推進支援

◼ 最終的には、様々な地域のデータを収集・蓄積し、定常的にモニタリング・診断を実施できる「地域構想・
政策AIセンター」のようなエコシステムの構築を目指しています。


